
 

 

 

 

 令和６年度が始まりました。お子様のご進級おめでとうございます。本年度は、 

２８名の新１年生を迎え、全校児童１７５名でのスタートです。 

これからの世の中は、人工知能（AI）、ビッグデータ、Internet of Things（IoT=

モノにセンサーをつけ、センサーが取得した情報を活用できるようにすること）、ロ

ボティクス等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられた 

Society5.0 時代が到来し、社会の在り方そのものがこれまでとは「非連続」と言え

るほど劇的に変わる状況が生じつつあると言われています。 

このように急激に変化する時代の中で、大分小学校の子どもが、自分のよさや可能

性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と

協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会

を創ることができるよう、その資質・能力を育成しなければなりません。そこで、大

分小学校の教育目標を『自ら学び 共に新たな価値を創造する児童の育成』と改め、

その実現に向けて、教職員一同、一丸となって、全力を尽くして参ります。保護者並

びに地域の皆様、なにとぞ、ご支援とご協力を心からお願いいたします。 
 

 

 

本年度も、引き続き大分小学校の校長を務めさせていただきます近藤義徳です。一

年間よろしくお願いいたします。 

８日の始業式では、本年度も次の学習の目標と生活の目標について話しました。 

〇 学習の目標・・・「わかる、できる、つかう、つくる、楽しい学習」 

〇 生活の目標・・・「時を守り 場を清め 礼を正す」 

学習の目標の「わかる」とは、学習内容を理解すること。「できる」とは、漢字を書

いたり計算したりするなどの技や力を習得すること。「つかう」とは、課題や問題を

自分の力で解決できるということ。「つくる」とは、自分で課題をつくり、解決の仕

方を考え、新しいよりよい考えを生み出すこと。すべての学習でこのことを大切に取

り組むこと。 

生活の目標は、哲学者の森 信三 氏の言葉を使わせていただきました。「時を守

り」とは、「時間や期限を守る」ということ。「場を清め」とは、「整理整頓をし、掃除

をする」ということ。「礼を正す」とは、「あいさつをする、返事をする」ということ。

これらの言葉に通じるものは、相手を思いやる、相手を敬う気持ちであり、どんなに

世の中が大きく変わっても大切であること。 

【令和６年度飯塚市立大分小学校スタッフ】 

校  長 近藤 義徳 事務 北川 優子 

教  頭 高尾 久美子 図書司書 山田 玲子 

主幹教諭 桑岡 貴志 用務 河邊 敏浩 

１年１組 山根 香奈 特別支援教育支援員 柴田 好子 

２年１組 大久保 邦代 特別支援教育支援員 根津 典子 

３年１組 下村 隆也 特別支援教育支援員 片渕 奈緒美 

４年１組 池田 英彦 スクールサポート 岩本 健二 

５年１組 松本 智美 調理員 浅川 久美子 

６年１組 春日 奈美 調理員 長濱 雅子 

支援学級 伊東 佳子 調理員 福田 富士子 

指導方法 花田 和子 調理員 篠木 桂 

課題対応 中村 貞 調理員 松岡 知可 

養護教諭 井上 典子  

 

 

 

 

【４月の主な行事予定】 
４月 ９日（火）給食開始（２年～６年）〈１年生は１７日（水）〉 

４月１１日（木）入学式 

４月１８日（木）全国学力・学習状況調査（６年） 

４月１８日（木）、１９日（金）、２２日（月）、２４日（水）家庭訪問 

４月２３日（火）、２４日（水）、２５日（木）ＮＲＴ検査 

４月２７日（土）学習参観、学級懇談、ＰＴＡ総会 

４月３０日（火）振替休日             〔５月２日 歓迎遠足〕 
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【転退職した職員】 

〈退職〉伊佐 龍一      

〈転出〉川波 麻理教頭（上穂波小へ） 瓜生 名穂子 （飯塚鎮西小へ）  

 

 


